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石
破
新
内
閣
へ
の
期
待

問
第
２
次
石
破
内
閣
が
発
足
し
今
後

の
地
方
創
生
促
進
の
加
速
を
期
待
す
る

が
①
本
県
の
地
方
創
生
と
関
連
施
策
②

防
災
体
制
の
強
化
③
高
規
格
道
路
の
整

備
促
進
、
国
の
総
合
経
済
対
策
を
踏
ま

え
た
本
県
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う
勤

務
形
態
以
外
に
も
、
正
規
の
短
時
間
雇

用
が
導
入
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
②

避
難
所
の
設
営
の
あ
り
方
を
市
町
村
と

協
議
し
、
地
域
防
災
計
画
の
練
り
直
し

な
ど
防
災
庁
構
想
に
期
待
し
た
い
③
米

子
・
境
港
間
の
高
規
格
道
路
で
は
、
次

の
計
画
段
階
評
価
の
段
階
に
進
む
よ
う

強
力
に
働
き
か
け
を
続
け
た
い
。

問
①
国
際
航
空
路
線
拡
大
を
受
け
た

入
江
　
誠 
議
員

選
挙
区　 

東
伯
郡

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

な
整
備
を
進
め
て
い
く
。
③
⑴
統
合
す

る
か
ど
う
か
も
含
め
考
え
て
い
く
段
階

に
あ
り
、
国
の
助
成
制
度
を
要
求
し
な

が
ら
、
県
の
方
で
も
支
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
③
⑵
団
地
に
つ
い
て

は
効
果
が
あ
る
の
で
、
現
場
の
声
を
踏

ま
え
て
展
開
を
強
め
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

問
①
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
会
員
数
減
少
の

影
響
は
②
県
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

の
た
め
、
②
⑴
特
殊
詐
欺
の
防
止
②
⑵

地
域
医
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
伺
う
。

答
①
（
教
育
長
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
支
援

方
法
で
あ
り
、
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
②
⑴
（
警
察
本

部
長
）
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
た
注

意
喚
起
を
し
、
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
の
増

加
を
踏
ま
え
バ
ナ
ー
広
告
な
ど
を
使
っ

て
い
く
②
⑵
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
―
ム
が
作
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

問
①
上
下
水
道
の
維
持
に
関
し
て
、

①
⑴
鳥
取
県
水
道
広
域
化
プ
ラ
ン
①
⑵

鳥
取
県
汚
水
処
理
広
域
化
・
共
同
化
計

画
に
つ
い
て
伺
う
②
地
域
活
力
の
維
持

に
関
し
て
、
②
⑴
女
性
活
躍
の
推
進
に

向
け
た
取
組
②
⑵
移
住
・
定
住
の
促
進

②
⑶
高
校
魅
力
化
の
推
進
②
⑷
県
史
編

さ
ん
②
⑸
空
き
家
対
策
②
⑹
淀
江
産
業

廃
棄
物
処
分
場
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

③
共
助
交
通
・
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
の

新
た
な
交
通
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
⑴
ソ
フ
ト
面
で
水
質
検
査
や
、

中
部
に
お
け
る
給
水
装
置
の
事
業
者
の

登
録
な
ど
共
同
化
プ
ラ
ン
の
具
体
的
検

証
・
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
①
⑵
国
交

省
に
上
下
水
道
支
援
広
域
化
対
策
の
要

望
活
動
し
て
い
る
②
⑴
男
女
共
同
参
画

推
進
企
業
・
フ
ァ
ミ
ボ
ス
宣
言
企
業
の

協
力
を
い
た
だ
き
進
み
つ
つ
あ
る
②
⑵

活
躍
の
場
が
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
若

い
方
に
届
く
よ
う
に
し
た
い
②
⑶
（
教

育
長
）
寮
も
含
め
て
、
住
環
境
の
整
備

を
地
元
自
治
体
と
一
緒
に
取
組
み
を
進

め
て
い
く
②
⑷
新
年
度
に
向
け
て
再
起

動
さ
せ
る
こ
と
を
真
剣
に
検
討
す
る
②

⑸
令
和
２
年
に
県
の
司
法
書
士
会
と
空

き
家
対
策
の
連
携
協
力
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
制
度
の
具
体
的
設
計
を
作
る
②

⑹
振
興
計
画
を
具
体
化
し
、
事
業
者
を

監
視
監
督
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
地
元
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
③
国
交
省
の
中

野
大
臣
は
、
地
方
創
生
の
基
本
的
な
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ー
ジ
は
地
域
交

通
に
あ
る
と
発
言
。
地
方
創
生
２・
０

に
資
す
る
よ
う
鳥
取
か
ら
モ
デ
ル
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

産
業
・
観
光
振
興
に
つ
い
て
伺
う
②
東

郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
の
利
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

答
①
中
国
が
石
破
総
理
の
交
渉
で
一

カ
月
以
内
の
ビ
ザ
免
除
と
な
っ
た
。
大

山
乳
業
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
航
空
輸
送
を
検
討
②
燕
趙
園
の

無
償
化
実
証
実
験
の
成
果
を
見
て
方
向

性
を
見
定
め
る
。

問
①
本
県
産
品
の
研
究
開
発
体
制
は

②
和
牛
肉
質
日
本
一
の
復
活
を
③
⑴
梨

選
果
場
施
設
の
再
編
は
③
⑵
梨
生
産
団

地
の
新
規
開
発
は
。

答
①
研
究
開
発
に
、
梨
に
お
い
て
は
、

新
甘
泉
20
年
・
い
ち
ご
に
お
い
て
は
、

と
っ
て
お
き
20
年
・
星
空
舞
も
30
年
か

か
り
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
現
場
に

基
づ
い
た
取
組
を
強
化
し
て
い
く
②
鹿

児
島
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
は
、
肉

質
検
査
技
術
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
※
）
10
と

見
込
ん
だ
の
が
５
だ
っ
た
な
ど
予
測
を

外
し
た
。
試
験
場
や
関
係
者
を
含
め
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
難
点
を
克
服
し

た
北
海
道
全
共
と
し
た
い
。
ま
た
役
に

立
つ
畜
産
試
験
場
と
し
て
、
今
後
着
実

地
域
共
生
社
会
づ
く
り

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

持
続
可
能
な
農
業
施
策

本
県
の
価
値
創
造
戦
略

一
般
質
問

代
表
質
問

令
和
５
年
度
決
算
認
定

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

（※）用語解説は7ページに掲載しています。

とっとり県議会だより


